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ETC2.0 のデータを用いた推計によれば [10]、殆どのドライバーは 2時間走る前に休憩を入れる。時
速 100km/h ならば 200kmを走る時間である。そして一回の休憩時間は、6割が 10 分以上である（図 3）。
最新のテスラ・モデル 3ならば最大 250kWでの充電が可能だが、これだと 200km走行分の電力（電費
6km/kWhとして 33kWhぐらい）を 10 分程度で充電可能である。つまり対応する超急速充電器さえ整
備されていれば、半分以上のドライバーが、充電のために休憩時間を延ばさずにどこまでも旅を続ける
ことが可能だと推定される。こうなると、航続距離は 300km程度でも足りるようになると考えられる。
現時点では大半のEVの最大充電電力は 50 ～ 80kW程度に留まっており、250kWもの電力に対応し
ているのはモデル 3のみである。そして実際にモデル 3のみが突出した売れ行きを示すのみならず、
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